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ショパン作曲

♪ツイコイネルウイゼン

サラサ ー テ作曲

演奏曲 員 は変更になる こ ともございます｡
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L チ ケ ッ ト予約

[ 入 場 料] 全席自由 シ ングル券2 ,0 0 0 円( 当日2 ,5 0 0 円) ･ ペ ア券3 ,0 0 0 円( 前売のみ)
※ 3 歳以下で座席を使われない お子様は無料

[主 催] 特定非営利活動法人 さい帯血バンクサポ
ー

ト宮城 [ 問い合わせ] ℡0 2 2-3 4 2
- 74 2 5 [ヨ m iy a gi c b @ g m ail . c o m (事務局)

[後 援] 公益財団法人仙台市市民文化事業団 ･ 宮城県 ･ 仙台市 ･ 宮城県教育委員会
･

仙台市教育委員芸
･ 社会福祉法人仙台

市社会福祉協議会
･

仙台市私立幼稚園連合会 ･ 仙台市私立幼稚園P T A 連合会
･

公益社団法人宮城県医師会
･ 一

般社団法人仙台市

医師芸
･

宮城県小児科医会
･

仙台小児科医芸 ･ 宮城県産婦人科医会
･

一

般 社団法人宮城県歯科医師芸
･ 一

般社団法人宮城県薬剤

師芸
･

乗北文化学園大学 ･ 日本労働組合総連合会宮城県連合会 ･

みやぎ生活協同組合 ･ ○ 河北新報社 ･ 朝日新聞仙台総局 ･

毎日

新聞仙台支局 ･ 読売新聞東北総局
･ 掴 仙 台 放 送 局 ･

摺r 剰 亡放送 ･ Z 糾お発送 ･

… t ▼■芦; 芦 - ヒ
･

にH B 葉 月 本 放送
･

エ フ エ ム仙台 ･ 宮城臨床輸血研究会
･ 日本赤十字社関東甲信越さい帯血バ ンク

･

巳本赤十字社宮城県赤十字血液センタ
ー

【チケッ ト取り扱い】 藤崎 ･

ヤマ ハ ミ ュ
ー ジッ クリティリング仙台店

･

カワイミュ
ー ジッ クシ ョップ仙台 ･

横 田や
･

こ どもの ほんのみせ ボラ ン



さい帯血ハンクサポ ー ト宮城

配朝劇臓掴鍋琳
T

苛
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‡違壷品違享(ヴァイオリン)
≡ 仙台市出身｡ 桐朋学園大学卒業｡ 1 9 9 0 年

か らドイツ
･

デ トモル ト音楽院に留学｡ これ

1. ま
で に ､ 仙 台フィ ル ハ ー

モ ニ
ー 管弦楽団､

リン ツ
･ ブル ックナ ー 管弦楽団､ 東京 シテ ィ

1:
フィル ハ ーモ ニ ー管弦楽団などと共演｡ 現

在は仙台を拠点に演奏活動の傍ら､ 後進 の

指導にも意欲を示 してい る｡

中村優子 ( ソプラノ)

武蔵 野音楽大 学大学院声楽専攻修了後､

ウィ
ー ン 国立 音楽大学発声科､ リ ー

ト
･

オラ

トリオ科､ ウィーン市立 音楽院オペ ラ科卒業｡
1 9 9 1 年ハ ン ブルグの第6 回 ロベ ル ト ･

シュ

トル ツ国際声楽コ ン ク ー ル 入 選｡ 常盤 木学

園高等学校､ 宮城学院女子大学､ 聖 和 学

園短期大学､ 各講 師｡ 仙 台オペ ラ協会演奏

部､ 宮城県芸術協会､ 日本演奏連盟各会員｡

これまでのコンサ
ー

ト風 景

J a rzy n ski D a wid (クラリネット)

ポ ー ランド出凱 力トビヅソ州カロ ー ルシマノフスキ ー

音楽高等学校を経て､ スイスチューリッヒ芸術大学
に留学｡ 演奏家デイブロマ課程､ ソリストデイブロマ､

オ
ー

ケストラデイブロマ課程を首席で修了｡ これまで

に､ モスクワ､ キエフなど国際コンクールで多数受払
チューリッヒオペ ラハウスのメンバ

ー (オ ー

ケストラア

カデミ
ー) として2 年間活躍し､ 2 0 1 2 年からは仙台

基 一

〝_
⊥ フィルハーモニー管弦楽団の首席クラリネット奏乱

き
■

ご
■
中川賢 一 ( ピアノ)

萱.: 仙台市出身｡ 仙 台第 二 高等学校､ 桐朋 学
■ 園大学音楽学部､ アン トワ ー プ音楽院 ( ベ

ル ギ ー ) 卒業｡ ガ ウデアムス 国際現代音楽

コ ン クール (オ ラ ン ダ) 第3 位 ｡
ソロ

､ 室

内楽奏者､ 指揮者として 活躍｡ お茶 の水女

子大学､ 桐朋学園大学音楽学部非常勤講

師｡

さ い帯血移植と骨髄移植は､ 白血病などの血液難病の患者さんを救う ことがで きる治療法です ｡

さ い帯血 バ ン ク と骨髄バ ン ク ヘ の ご 理解と ご協力をお願 い い た します｡




